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特
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金
子
新
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
金
子
新
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
『
戦
後
ド
イ
ツ
外
交
の
形

成
ー
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同
体
」
、
一
九
四
九

年
～
一
九
五
五
年
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
外
交
形
成

に
つ
い
て
宰
相
ア
デ
ナ
ウ
ワ
ー
を
中
心
に
論
じ
た
研
究
で
、
本
文
は
、

A
4
判
、
上
下
二
段
組
で
四
〇
〇
頁
、
参
考
文
献
三
五
頁
の
大
作
で

あ
る
。　

論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り

第第第序
カ　　　コヱ　カ
早早早早

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
「
西
側
統
合
外
交
」

冷
戦
と
西
ド
イ
ツ
の
誕
生

ト
イ
ッ
再
軍
備
と
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン

欧
州
統
合
に
よ
る
再
軍
備
ー
プ
レ
ヴ
ァ
ン
・
プ
ラ
ン

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章
終
章

参
考
文
献

二
つ
の
条
約
交
渉
I
E
D
C
条
約
と
一
般
条
約

ス
タ
ー
リ
ン
・
ノ
ー
ト
と
再
統
一
論
争

E
D
C
条
約
と
一
般
条
約
の
国
内
批
准
論
争

ザ
ー
ル
問
題
と
欧
州
政
治
統
合

ベ
ル
リ
ン
四
力
国
外
相
会
議
と
E
D
C
の
挫
折

西
ド
イ
ツ
の
N
A
T
O
加
盟
と
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同
体
」

一
九
五
五
年
と
二
〇
〇
五
年
－
半
世
紀
を
越
え
て

二
　
内
容
の
紹
介

　
序
章
で
は
、
研
究
全
体
の
枠
組
み
が
提
起
さ
れ
、
考
察
対
象
を
一

九
四
九
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
成
立
か
ら
、
一
九
五
二
年
の
E

C
S
C
（
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
）
の
成
立
、
一
九
五
四
年
の
E
D

C
（
欧
州
防
衛
共
同
体
）
の
流
産
を
経
て
、
一
九
五
五
年
の
主
権
回

復
お
よ
び
N
A
T
O
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
加
盟
に
至
る
ま
で
の

時
期
に
限
定
し
た
上
で
、
本
論
文
の
目
的
と
し
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

の
進
め
た
「
西
側
統
合
外
交
」
を
分
析
す
る
こ
と
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
本
論
文
で
は
、
こ
の
「
西
側
統
合
外
交
」
の
本
質
は
、

「
欧
州
U
大
西
洋
共
同
体
」
と
い
う
空
間
の
中
に
ド
イ
ツ
外
交
を
制

度
化
・
構
造
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
と
、
そ
こ
で
は

「
西
側
同
盟
」
と
「
欧
州
統
合
」
が
相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
中
で
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も
後
者
が
そ
の
「
中
核
」
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
、
と
く
に
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け

る
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
上
で
、
研
究
分
析
視
角
を
、
米
独
関
係
や

国
際
政
治
史
の
な
か
に
ド
イ
ツ
外
交
を
埋
め
込
む
と
い
う
点
で
、
ク

ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
バ
ー
ヴ
ェ
の
研
究
に
近
い
と
し
な
が
ら
も
、
彼
の
概

説
史
的
な
研
究
と
は
異
な
り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
、
プ
レ
ヴ
ァ

ン
・
プ
ラ
ン
、
ザ
ー
ル
問
題
と
い
っ
た
個
別
問
題
へ
の
ド
イ
ツ
の
関

与
と
い
う
視
点
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
過
程
を
一
次
史
料
を

利
用
し
つ
つ
分
析
す
る
方
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
、
冷
戦
と
西
ド
イ
ツ
の
誕
生
は
、
導
入
的
な
時
期
を
扱
い
、

欧
州
冷
戦
が
深
ま
り
行
く
中
で
、
西
ド
イ
ツ
が
建
国
さ
れ
、
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
「
西
側
統
合
外
交
」
が
始
動
す
る

過
程
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
政
府
と
米

英
仏
三
連
合
国
当
局
の
ル
ー
ル
国
際
管
理
問
題
と
西
ド
イ
ツ
と
西
側

三
占
領
国
と
の
最
初
の
合
意
と
な
っ
た
一
九
四
九
年
一
一
月
の
ぺ
ー

タ
ー
ス
ベ
ル
ク
協
定
の
締
結
交
渉
が
中
心
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
当
時
の
西
ド
イ
ツ
が
置
か
れ
た
国
際
的
な
制
約
の
中
で
、

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
選
択
し
得
る
政
策
の
限
界
性
を
示
す
も
の
で
も
あ

っ
た
。

　
第
二
章
、
ド
イ
ツ
再
軍
備
と
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、
西
ド
イ

ツ
建
国
前
後
か
ら
朝
鮮
戦
争
以
前
ま
で
の
時
期
で
、
西
ド
イ
ツ
の
防

衛
貢
献
、
す
な
わ
ち
再
軍
備
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
と
シ
ュ
ー
マ
ン
・

プ
ラ
ン
と
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
問

題
は
、
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
以
前
に
お
い
て
も
す
で

に
か
な
り
本
格
的
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
九
年
秋
か
ら
激
し

い
鍔
迫
り
あ
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
積

極
的
な
防
衛
貢
献
発
言
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
欧
州
軍
へ
の
ド
イ
ツ

人
部
隊
の
派
遣
、
あ
る
い
は
連
邦
警
察
隊
の
形
成
を
目
指
し
、
他
方
、

米
英
両
国
も
、
公
式
に
は
ド
イ
ツ
再
軍
備
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
水

面
下
で
は
、
西
欧
防
衛
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
貢
献
を
模
索

し
始
め
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
五
〇
年
五
月
開
催
予
定
の
ロ
ン
ド
ン
三

国
外
相
会
議
で
ド
イ
ツ
再
軍
備
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

強
ま
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
西
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
な
西
側
参
入

が
始
ま
る
前
に
経
済
的
な
統
合
秩
序
の
中
に
西
ド
イ
ツ
を
封
じ
込
め

る
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
（
後
に
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
に
帰
結
）

を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
と
っ
て
福
音

で
あ
り
、
欧
州
政
治
統
合
と
西
欧
防
衛
強
化
へ
の
契
機
と
し
て
期
待

さ
れ
、
経
済
統
合
の
成
功
が
政
治
統
合
へ
と
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
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ん
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
、
欧
州
統
合
に
よ
る
再
軍
備
で
は
、
欧
州
軍
計
画
お
よ
び

欧
州
防
衛
共
同
体
（
E
D
C
）
条
約
に
帰
結
す
る
プ
レ
ヴ
ァ
ン
・
プ

ラ
ン
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
の
対
応
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
当
初
、

西
ド
イ
ッ
政
府
が
、
こ
の
構
想
に
ど
の
よ
う
に
躊
躇
し
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ド
イ
ツ
国
軍
の
復
活
で

は
な
く
、
「
欧
州
統
合
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
」
を
受
け
入
れ
て

い
っ
た
か
の
決
定
過
程
が
詳
述
さ
れ
、
E
D
C
へ
の
挑
戦
が
「
西
側

統
合
外
交
」
の
形
成
発
展
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぽ
し
た
の
か
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
で
一
気
に
加
熱
し
た
再
軍
備
問

題
に
つ
い
て
、
N
A
T
O
の
枠
組
み
で
の
ド
イ
ツ
再
軍
備
を
目
指
す

ア
メ
リ
カ
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
・
プ
ラ
ン
に
よ
る
ド
イ
ツ
再
軍
備
の
小
規

模
化
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
再
軍
備
を
挺
子
に
一
気
に
主
権

回
復
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
西
ド
イ
ツ
の
、
三
つ
巴
の
協
調
と
対
立

を
描
き
な
が
ら
、
欧
州
統
合
、
再
軍
備
、
主
権
回
復
を
相
互
に
結
び

つ
い
た
問
題
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
各
国
の
決
断
の
過
程
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

　
第
四
章
、
二
つ
の
条
約
交
渉
で
は
、
E
D
C
条
約
と
西
ド
イ
ツ
の

主
権
回
復
を
規
定
し
た
一
般
条
約
の
形
成
・
締
結
過
程
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
N
A
T
O
へ
の
加
盟
の
枠
内
で
の
再
軍
備
が
否
定
さ
れ
た

西
ド
イ
ツ
が
E
D
C
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
E
D
C
条
約
交

渉
が
、
西
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
と
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
く
複
雑
な
事
情

を
、
ド
イ
ツ
国
内
政
治
と
占
領
国
と
の
交
渉
を
通
し
て
詳
述
し
て
い

る
。
と
く
に
、
E
D
C
と
N
A
T
O
へ
の
加
盟
を
執
拗
に
求
め
続
け

る
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
跡
付
け
、
軍
事
安
全
保
障

面
に
お
け
る
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同
体
」
へ
の
参
画
を
目
指
す
西
ド

イ
ツ
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
、
ス
タ
ー
リ
ン
・
ノ
ー
ト
と
再
統
一
論
争
で
は
、
目
前
に

迫
っ
た
E
D
C
条
約
締
結
を
阻
止
す
べ
く
、
一
九
五
二
年
三
月
ソ
連

政
府
が
ド
イ
ツ
統
一
提
案
を
行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
・
ノ

ー
ト
を
め
ぐ
る
攻
防
と
、
活
発
化
し
た
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
ド
イ

ツ
再
統
一
を
求
め
る
動
き
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
国
内
で
は
、
通
常
考
え
ら
れ
る
以
上
に
「
西
側
統

合
外
交
」
へ
の
批
判
、
な
ら
び
に
「
中
欧
国
家
論
」
を
求
め
る
声
が

強
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
巧
み
に
排
除
し
て
い
っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の

政
治
的
手
腕
と
、
幅
広
い
世
論
を
う
ま
く
吸
収
で
き
ず
政
治
的
に
敗

北
を
続
け
た
野
党
、
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
の
無
力
さ
が
対
照
的

に
描
か
れ
て
い
る
。
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第
六
章
、
E
D
C
条
約
と
一
般
条
約
の
国
内
批
准
論
争
で
は
、
一

九
五
二
年
五
月
に
調
印
さ
れ
た
E
D
C
条
約
と
一
般
条
約
の
批
准
過

程
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
の

攻
防
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
お
け
る
「
憲
法
問
題
」
、

再
統
一
間
題
、
中
立
問
題
、
連
邦
と
州
の
対
立
な
ど
、
再
軍
備
間
題

に
よ
っ
て
生
起
し
た
激
し
い
論
争
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
論

争
を
通
し
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
政
権
の
成

立
、
初
訪
米
の
成
功
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
一
九
五
三
年
五
月
に
上

下
両
院
で
の
批
准
を
達
成
し
、
九
月
の
総
選
挙
で
の
圧
倒
的
な
勝
利

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
「
西
側
統
合
外
交
」
に
確
信
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
第
七
章
、
ザ
ー
ル
問
題
と
欧
州
政
治
統
合
で
は
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト

を
ド
イ
ツ
か
ら
切
り
離
し
て
「
欧
州
化
」
し
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス

と
そ
れ
に
抵
抗
し
同
地
の
復
帰
を
求
め
る
西
ド
イ
ツ
と
の
対
立
が
、

仏
独
関
係
の
協
調
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
た
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ザ
ー
ル
間
題
の
解
決
そ
の
も
の
が
、
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
が
推
進
す
る
「
西
側
統
合
外
交
」
の
成
功
に
と
っ
て
の
鍵
を
に

ぎ
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
連
立
崩
壊
の
危
機
さ
え
招
き
な

が
ら
、
対
仏
合
意
達
成
に
向
け
て
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
し
、
腐
心
し

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
間
題
は
、
通
常
の
欧
州
統
合
史
で

は
あ
ま
り
深
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
り
、
必
要
以
上

に
フ
ラ
ン
ス
が
拘
泥
し
た
様
子
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、

な
指
摘
と
な
っ
て
い
る
。

重
要

　
第
八
章
、
ベ
ル
リ
ン
四
力
国
外
相
会
議
と
E
D
C
の
挫
折
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
向
に
批
准
の
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
E
D

C
条
約
が
、
結
局
一
九
五
四
年
八
月
国
民
会
議
に
お
い
て
批
准
拒
否

に
会
う
ま
で
の
時
期
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
一
九
五
三
年

三
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
、
一
九
五
四
年
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
三
国
外

相
会
議
な
ど
、
ド
イ
ツ
再
統
一
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
す
る
中

で
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
は
、
E
D
C
実
現
を
追
及
し
続
け
る
が
、

英
米
両
国
の
み
な
ら
ず
、
西
ド
イ
ツ
国
内
で
も
楽
観
論
と
悲
観
論
が

渦
巻
き
、
E
D
C
が
挫
折
し
た
場
合
に
備
え
て
代
替
案
の
検
討
も
模

索
さ
れ
た
。
こ
の
一
年
半
は
、
西
ド
イ
ツ
の
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同

体
」
へ
の
統
合
が
、
い
か
に
容
易
な
ら
ざ
る
挑
戦
で
あ
っ
た
か
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
試
練
の
五
〇
〇
日
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
第
九
章
、
西
ド
イ
ツ
の
N
A
T
O
加
盟
と
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同

体
」
で
は
、
挫
折
し
た
E
D
C
計
画
が
、
イ
ー
デ
ン
英
外
相
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
、
N
A
T
O
・
W
E
U
（
西
欧
同
盟
）
枠
内

で
の
ド
イ
ツ
再
軍
備
と
そ
れ
に
伴
う
西
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
と
い
う

解
決
策
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
過
程
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
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で
は
、
N
A
T
O
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
た
「
安
堵
感
」
と
N
A
T
O

に
よ
る
再
軍
備
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
葛
藤
」
の
中
で
、
逆
説
的
に

も
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
目
標
で
あ
っ
た
「
欧
州
ー
大
西
洋
共
同
体
」
が

成
就
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
N
A
T
O
・

W
E
U
加
盟
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
彼
の
望
み
は
、
「
欧
州
U
大

西
洋
共
同
体
」
へ
の
参
画
で
あ
り
、
欧
州
の
経
済
・
政
治
統
合
の
実

現
で
あ
り
、
欧
州
合
衆
国
や
欧
州
連
邦
へ
の
夢
を
放
棄
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

ナ
ウ
ア
ー
の
決
断
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
外
交
の
基
本
路

線
を
決
定
す
る
決
断
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
最

も
重
要
な
選
択
で
あ
っ
た
と
総
括
す
る
。

　
確
か
に
、
冷
戦
が
終
了
し
、
束
西
ド
イ
ツ
再
統
一
が
成
り
、
統
一

ド
イ
ツ
す
べ
て
の
隣
接
国
家
が
同
盟
国
な
い
し
友
好
国
に
な
っ
た
今

日
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
外
交
を
支
え
る
枠
組
み
は
E
U
と
N
A
T

O
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
「
欧
州
ロ
大
西
洋
共
同
体
」
の

一
員
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

特別記事

　
終
章
、
一
九
五
五
年
と
二
〇
〇
五
年
で
は
、
一
九
五
五
年
五
月
五

日
、
パ
リ
諸
条
約
が
発
効
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
主
権
を
回
復

し
、
一
〇
年
間
の
占
領
状
態
か
ら
独
立
を
達
成
し
、
そ
の
間
、
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
と
し
た
西
欧
諸
国
と
の
関
係
改
善
を
図
り
、
欧
州
統
合

の
営
み
に
参
与
し
、
欧
州
社
会
に
復
帰
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ア
メ

リ
カ
を
中
心
と
す
る
N
A
T
O
軍
事
同
盟
の
一
員
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
西
ド
イ
ツ
は
、
よ
り
大
き
な
大
西
洋
共
同
体
の
中
に
統
合
さ
れ
、

西
側
同
盟
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
冷
戦
下
の
欧
州
に
あ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
軍
事
同
盟
は
ド
イ
ツ
の

生
存
を
保
障
し
、
西
欧
諸
国
と
の
超
国
家
的
な
統
合
は
、
ド
イ
ツ
の

対
外
協
調
の
証
と
し
て
、
西
側
諸
国
と
の
和
解
の
前
提
と
な
っ
た
。

欧
州
統
合
へ
の
積
極
的
参
加
と
大
西
洋
同
盟
へ
の
帰
属
と
い
う
ア
デ

三
　
評
　
価

　
以
上
、
本
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
以
下
、
本

論
文
の
意
義
・
貢
献
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。

　
本
論
文
の
意
義
と
貢
献
は
、
以
下
の
四
点
に
要
約
で
き
る
。

　
本
論
文
の
第
一
の
意
義
は
、
戦
後
か
ら
一
九
五
五
年
の
時
期
を
扱

う
研
究
の
多
く
が
、
米
英
仏
な
ど
の
ド
イ
ツ
占
領
国
の
視
点
と
史
料

を
も
と
に
、
ド
イ
ツ
を
「
客
体
」
と
し
て
論
じ
る
傾
向
が
強
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
視
点
と
史
料
か
ら
、
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ

外
交
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

使
用
史
料
も
、
ド
イ
ツ
政
府
、
外
務
省
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
財
団
お
よ

び
C
D
U
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
）
な
ど
の
一
次
史
料
を
幅
広
く

集
め
、
丹
念
に
読
み
込
ん
で
い
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
確
か
に
そ
の
よ
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う
な
研
究
が
序
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
が
、

日
本
語
の
み
な
ら
ず
英
語
で
も
比
較
的
そ
の
よ
う
な
研
究
は
希
少
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
逆
に
ド
イ
ツ
で
の
研
究
が
、
ド
イ
ツ
の
視
点
と
史

料
を
あ
ま
り
に
も
強
調
し
て
い
る
に
対
し
て
、
本
論
文
は
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
を
軸
に
議
論
を
展
開
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の

公
刊
史
料
と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
視

点
も
加
え
る
こ
と
で
、
ふ
く
ら
み
の
あ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同
体
」
の
形
成
と
参
与
と
い
う
視

座
で
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
「
西
側
統
合
外
交
」
を
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
ド
イ
ツ
外
交
史
研
究
に
お
い
て
も
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
と
言
え
る
。
本
論
文
は
、
「
西
側
統
合
路
線
」
を
め
ぐ
る
当
時
の

国
内
論
争
を
、
「
欧
州
統
合
か
西
側
同
盟
か
」
と
い
う
西
側
路
線
内

部
の
「
コ
ッ
プ
の
中
の
対
立
」
に
単
純
化
し
て
し
ま
い
が
ち
な
既
存

研
究
を
批
判
し
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
外
交
に
お
い
て
は
欧
州
統
合
と
西

側
同
盟
の
両
者
へ
の
参
画
が
常
に
同
時
的
に
追
求
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
西
側
統
合
か
再
統
一
か
」
と

い
う
当
時
の
与
野
党
論
争
に
つ
い
て
も
、
「
西
側
統
合
路
線
」
に
お

い
て
は
、
欧
州
統
合
・
西
側
同
盟
へ
の
参
画
と
自
由
な
る
ド
イ
ツ
統

一
が
単
純
な
二
者
択
一
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
両
立

可
能
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
同
分
野
の
先
行
研
究
に
比
べ
て
本
論
文
が
強
調
す

る
新
し
い
視
座
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
欧
州
統
合
史
に
お
け
る
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
研
究
、

E
D
C
研
究
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ

ラ
ン
の
発
表
経
緯
が
、
西
ド
イ
ツ
建
国
前
後
か
ら
の
ド
イ
ツ
再
軍
備

問
題
と
の
関
係
で
再
検
討
さ
れ
、
再
軍
備
を
め
ぐ
る
欧
州
国
際
政
治

の
動
向
の
中
で
超
国
家
的
な
欧
州
統
合
の
起
源
が
と
ら
え
な
お
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
と
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
の
関
係
は
、
独

語
論
文
で
も
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
ず
、
英
語
の
良
質
な
論
文
も

少
な
い
ゆ
え
、
比
較
的
一
般
に
は
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点

で
も
ド
イ
ツ
の
一
次
史
料
を
活
用
し
た
本
論
文
は
大
き
な
成
果
で
あ

る
。
ま
た
第
三
章
、
第
四
章
で
展
開
さ
れ
た
E
D
C
に
関
す
る
研
究

は
、
そ
の
具
体
的
な
構
想
内
容
や
、
後
続
計
画
で
あ
る
E
P
C
（
欧

州
政
治
共
同
体
）
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
西
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
条

約
で
あ
る
一
般
条
約
と
E
D
C
条
約
と
の
↓
体
性
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
第
五
章
、
第
六
章
で
論
じ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
ド

イ
ツ
再
統
一
論
争
と
二
つ
の
条
約
の
批
准
論
争
、
第
七
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
ザ
ー
ル
問
題
と
の
関
連
な
ど
、
従
来
の
ド
イ
ッ
外
交
史
研

究
に
お
い
て
も
欧
州
統
合
史
研
究
に
お
い
て
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
領
域
を
丹
念
に
描
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
空
白
を
補
う
役
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割
を
果
た
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
中
心

で
あ
っ
た
欧
州
統
合
史
研
究
を
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
す

る
こ
と
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
全
体
を
通
し
て
、
独
米
関
係
の
展
開
を
重
視
し
た
歴
史

叙
述
と
な
っ
て
い
る
点
も
本
論
文
の
特
徴
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

外
交
に
お
け
る
欧
州
統
合
政
策
や
再
軍
備
政
策
が
中
心
的
な
考
察
対

象
と
な
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
独
仏
関
係
を
基
軸
と
し
た
研
究
が
数

多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
被
占
領
国
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
独

米
関
係
は
最
重
要
の
二
国
間
関
係
で
あ
り
、
実
際
、
主
権
回
復
交
渉

は
言
う
に
お
よ
ば
ず
、
欧
州
統
合
政
策
に
お
い
て
さ
え
ア
メ
リ
カ
当

局
の
役
割
が
死
活
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
本
研
究
は
的
確

に
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

独
米
関
係
を
む
し
ろ
中
心
的
な
基
軸
と
し
て
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同

体
」
の
形
成
・
参
与
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
初
期
欧
州
統

合
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
貢
献
と
い
う
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
観
点

か
ら
し
て
も
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
が
ド
イ
ツ
外
交
史
の
み
な
ら
ず
、
欧
州

統
合
史
研
究
に
も
新
し
い
見
方
や
知
見
を
数
多
く
提
起
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
や
望
ま
れ
る
点
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

　
第
一
に
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
「
西
側
統
合
路
線
」
が
、
ド
イ
ツ
統

一
と
の
両
立
性
を
考
慮
に
入
れ
た
総
合
的
な
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
そ
れ
は
や
は
り
理
論
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
対
ソ
連
関
係
や
対
東
ド
イ
ツ
関
係

に
お
い
て
、
「
西
側
統
合
」
を
前
提
と
し
た
ド
イ
ツ
再
統
一
を
了
解

さ
せ
る
説
得
的
な
論
理
や
プ
ラ
ン
は
果
た
し
て
存
在
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
第
五
章
で
は
、
「
西
側
統
合
」
を
放
棄
し
て
で
も
再
統
一
を
優

先
し
よ
う
と
す
る
反
対
路
線
を
巧
み
に
排
除
し
て
い
く
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
の
政
治
手
腕
と
、
幅
広
い
世
論
を
う
ま
く
吸
収
で
き
ず
、
政
治
的

に
敗
北
を
続
け
る
野
党
S
P
D
の
無
力
さ
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い

る
も
の
の
、
実
際
の
対
ソ
連
・
対
東
ド
イ
ツ
関
係
に
お
け
る
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
の
外
交
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
像
が
明
瞭
に
浮
か
び
上

が
っ
て
こ
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
・
ノ
ー
ト
を
め
ぐ
る
第
五
章
に
お
け

る
叙
述
は
、
こ
の
観
点
か
ら
も
物
足
り
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
広
く
、
よ
り
深
い
洞
察
が
期
待

さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
考
察
期
間
を
一
九
五
五
年
五
月
で
切
る
点
で
あ
る
。
も

し
「
欧
州
H
大
西
洋
共
同
体
」
の
成
立
と
参
与
を
論
じ
る
な
ら
ば
、

一
九
五
七
年
の
欧
州
経
済
共
同
体
条
約
の
成
立
ま
で
考
察
対
象
と
す
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る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
一
九
五
五
年
で
区
切
る
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
一
九
五
五
年
六
月
の
メ
ッ
シ
ー
ナ
会
議
に
お
け
る
西
ド

イ
ツ
政
府
の
対
応
ま
で
視
野
に
入
れ
た
ほ
う
が
、
真
の
意
味
で
「
欧

州
H
大
西
洋
共
同
体
」
の
成
立
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
E
D
C
が
挫
折
し
た
あ
と
も
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
欧
州
統
合
路
線
の
継
続
維
持
を
強
調
し
続
け
た
、
と
論
じ
る
だ
け

で
は
、
ま
た
メ
ッ
シ
ー
ナ
会
議
の
開
催
提
案
に
心
か
ら
賛
同
し
た
と

論
じ
る
だ
け
で
は
、
欧
州
統
合
の
継
続
（
「
欧
州
“
大
西
洋
共
同
体
」

の
成
立
）
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
の
関
与
を
十
分
説
明
し
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
残
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
よ
り
深
い
考
察
が
あ
れ
ば
、
本
研
究
は
さ

ら
に
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四
　
結
　
論

　
本
論
文
は
、
ド
イ
ツ
外
交
史
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
統
合
史
研
究
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

ド
イ
ツ
と
西
側
諸
国
と
の
関
係
を
き
わ
め
て
詳
細
に
跡
付
け
て
お
り
、

お
そ
ら
く
は
今
後
長
く
、
戦
後
ド
イ
ツ
外
交
を
論
じ
る
上
で
も
っ
と

も
重
要
な
邦
語
の
文
献
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
戦
後
ド
イ
ツ
外
交
の
軌
跡
が
、
と
も
に
敗
戦
国
と
し
て
生

き
て
き
た
日
本
の
外
交
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
に
富
む
も
の
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
外
交
を
解
明
し
た
本
研

究
の
意
義
は
誠
に
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義

塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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